
別記様式１号

種 子 産 地 強 化 計 画

計画（変更）策定年月日 令和3年3月12日

市町村名 東松山市、川島町

計画主体名 埼玉中央農業協同組合

計画主体代表者名 代表理事組合長　千野　寿政

住所（主たる事務所） 埼玉県東松山市加美町１－２０

電話（主たる事務所） ０４９３－２５－２５５１



１　種子産地の現状と課題並びに将来方向

　（１）種子産地の面積及び戸数

　（２）産地の課題

　（３）若い種子生産者の育成・確保の考え方

２　当該種子産地における具体的な目標

　（１）種子生産者数

　（２）生産性の向上

３　目標実現のための方策

４　その他、目標達成のために特に留意する事項、方針

目　　　　　次



計画主体名（埼玉中央農業協同組合）

１　種子産地の現状と課題並びに将来方向

（１）種子産地の面積及び戸数

 （２）産地の課題

 （３）若い種子生産者の育成・確保の考え方

２　当該産地における具体的な目標

（１）種子生産者数

（２）生産性の向上

注：各項目の記載事項については、別記１の「２　当該産地における具体的な目標」を参照

区　分 具体的な内容
数　　値　　目　　標

反収向上

計画策定時
（令和２年度）

１年後
（令和３年度）

基本技術の励行
施肥改善等

―

２年後
（令和４年度）

目標年度
（令和５年度）

390kg 400kg 420kg

計画策定時
（令和２年度）

うち
認定農業者

（戸）

種子生産
農家戸数

(戸)

11

種子生産
面積
(ha)

うち
認定農業者

（ha）

0.7 0.7

計画策定時
（令和２年度）

２年度
（令和４年度）

目標年度
（令和５年度）

１年後
（令和３年度）

種子生産
農家戸数

1

1

1

1

うち、主たる
生産者が

２０代の農家

―

―

―

―

３０代の農家

―

―

― 1

―

４０代の農家

―

―

―

―

・

５０代の農家

―

―

―

―

６０代の農家

1

1

生産品目
及び品種名

水稲
キヌヒカリ

1

・種子生産者戸数が減少している。

・栽培品種の変更依頼があるが、現生産者は当該品種しか栽培したことがない。

・

・種子生産の重要性と必要性、経済性を若い農業者に個別に説明する。

・希望農家が種子生産の意義を理解しているか、関係機関で検討する。



３　目標を実現するための方策

（参考）必要とする助成措置

４　その他、目標達成のために特に留意する事項、方針

注：種子産地の若返りを推進するに当たって、目標の実現のため産地として特に留意している事項

　　等を記入する。

相　　手　　先
具体的な取組内容
（施設・機械名等）

規模・金額
導入予定

年度

　　　年度

　　　年度

　　　年度

・ ・ ・

・ ・

留意して
いる事項、
方針

・当該地区（川島町）のみでなく、管内主穀主要農家に、採種事業を広くＰＲする。

・採種農家が年々減少していく中、現状の生産者を維持していくことも重要である。

・

・栽培講習会等における
採種事業の説明

・採種実施農家の発掘 ・採種農家の育成

・施肥量の検討

・

・ ・・

生産性
向上

その他

具　体　的　な　取　組　内　容

１年目（令和３年度） ２年目（令和４年度） 目標年度（令和５年度）

・品種特性の理解 ・施肥量の検討

種子生産者
数


